	第3回　苑内研修報告書　　　　　　　　　　報告者：松川大輔、小森勝義

	講義内容：リスクマネジメント～骨折防止に向けて～　講師：相馬亜紀子

	日　　時：平成22年8月26日、27日（2日間）　17：30～18：15

	場　　所：南山苑4階　苑長室

	内　　容：①リスクマネジメントについて

　　　　　

　参加対象者　　　　　86名

　　　　　　　　　当日参加者　　　　　52名

　　　　　　　　　当日業務者　　　　　6名　

参加率＝当日参加者÷（参加対象者－業務扱い者）＝　65％
参加率＝当日参加者÷参加対象者＝60.4％
　　　　　　　　アンケート提出者52名（収率100　％）

· アンケート結果
1． 今回の研修内容について

· 分かりやすかった･･･　50名

· 楽しかった･･･　　2名

· 難しかった･･･　　0名

· つまらなかった･･･0名

· 無回答･･･　　　　0名

(重複回答あり)

2． 研修を受けて役立つと感じた内容

· 転倒→骨折→寝たきり→死亡という流れがよくわかった

· 過度の介護は骨折に繋がる

· 骨折の名称や予防策

· 骨折しやすいパターンがたくさんある事

· 拘縮がある時は抹消を持たず関節に近い所を持つ

3、 質問したいこと

· 男性と女性ではどちらが骨折しやすいのか

· 認知症の進行につながるのはなぜか

· 骨折した時はどのような音がするのか

4．今後のテーマの希望

・経管栄養

・肺炎

・リスクマネジメント（何度でも）
５．感想等

・日々の業務（介助方法）を考えさせられた

・介助時もっと丁寧にやっていきたい
· 高齢者の転倒は能力低下を招き、回復するのに時間がかかるため注意が必要だと思った。

· 骨折をしやすい介助方法が多く､一つひとつ介助を行う際は､慎重に行なっていく必要があると感じた。

６．今回の研修の反省点と今後の対策

 急遽テーマの差し替え等あり、担当の職員が参加出来ないこともあったが、他の委員会メンバーの助けにより、なんとか進行できた。

「リスクマネジメント」、「骨折」については常に意識しながら業務に当たらなければならない事である。どのような介助をすれば骨折してしまうのかがスライドや図によって丁寧に説明され、殆どの職員が分かりやすかったと回答している。

テーマ希望にもリスクマネジメントについては何度も研修を行なって欲しいと意見があり、常に意識するには必要と思われるため、リスクマネジメントについては半年毎に行なうなど、年度内に複数回行うのも良いのではないかと思う。
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